
第2277号）昭和34年7月24日
第三種郵便物認可（け ん せ つ）月3回刊1・

10・20日発行（2019年4月1日（2）

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

参
加
の
皆
さ
ん
に
は
1
年
、
組

織
増
勢
と
組
織
強
化
を
め
ざ
し
、

組
合
員
と
働
く
仲
間
の
仕
事
と
暮

ら
し
を
守
る
、
命
と
健
康
を
守
る

諸
要
求
実
現
に
向
け
て
ご
協
力
と

ご
奮
闘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

ら
た
め
て
感
謝
を
述
べ
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
の
1
年
、
中
央
執
行
委
員
会

で
は
会
議
内
容
と
構
成
を
変
え
て

実
践
に
学
び
経
験
を
交
流
し
て
討

論
と
協
議
を
重
視
し
、
後
継
者
育

成
を
進
め
、
何
よ
り
団
結
を
大
切

に
た
た
か
う
労
働
組
合
と
し
て
諸

要
求
実
現
に
向
け
て
運
動
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

昨
年
の
取
り
組
み
で
は
、
丸
の

内
の
現
場
で
働
く
仲
間
か
ら
の
苛

酷
な
現
場
の
実
態
の
訴
え
に
改
善

を
要
求
し
、
賃
金
を
引
き
上
げ
る

取
り
組
み
で
は
公
契
約
条
例
の
広

が
り
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
導
入
が
間
近

に
迫
っ
て
い
ま
す
。
青
年
部
は
60

周
年
を
迎
え
、
結
集
を
さ
ら
に
強

め
る
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま

す
。
全
都
年
間
1
％
実
増
を
め
ざ

し
た
拡
大
運
動
は
残
念
な
が
ら
実

増
の
達
成
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
事
業
所
の
仲
間
へ
の
働
き
か

け
は
進
み
、
事
業
所
女
子
会
も
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

土
建
国
保
は
補
助
金
の
現
行
水

準
を
確
保
し
、
若
者
の
国
保
料
を

下
げ
、
そ
し
て
共
済
制
度
も
新
規

拡
充
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た

昨
年
は
自
然
災
害
の
大
変
多
い
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
月
11
日
は

東
日
本
大
震
災
か
ら
8
年
が
経
ち

ま
し
た
。
し
か
し
原
発
事
故
は
い

ま
だ
に
収
束
し
て
い
ま
せ
ん
。
ア

ス
ベ
ス
ト
訴
訟
で
は
10
回
連
続
し

て
国
の
責
任
を
認
め
、
メ
ー
カ
ー

の
責
任
に
つ
い
て
も
断
罪
す
る
判

決
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

松丸一雄中央執行委員長

月
間
の
達
成
と

年
間
実
増
必
ず

ま
た
建
設
現
場
で
の
火
災
も
多

く
あ
り
ま
し
た
。
仲
間
が
犠
牲
と

な
り
ま
し
た
。
遺
族
の
無
念
は
計

り
知
れ
な
い
思
い
で
す
。
朝
、「
い

っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
言
っ
て
送

り
だ
し
た
ら
、「
た
だ
い
ま
」と
元

気
な
姿
が
帰
っ
て
く
る
の
が
普
通

で
す
が
、
足
立
支
部
の
組
合
員
の

奥
さ
ん
は
、
朝
現
場
に
旦
那
さ
ん

が
行
く
の
が
早
か
っ
た
の
で
「
い

っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
の
言
葉
も
か

け
ら
れ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。大
変
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

ゼ
ネ
コ
ン
は
収
益
を
あ
げ
て
い

ま
す
が
、
現
場
で
働
く
仲
間
の
賃

金
は
引
き
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

企
業
交
渉
も
4
月
に
あ
り
ま
す
。

成
功
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
が
い
よ
い
よ
ス
タ

ー
ト
で
す
。
登
録
推
進
と
実
務
支

援
を
本
部
と
し
て
も
し
っ
か
り
行

な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
技
能
評
価
と
賃
金
の
連
動

へ
の
土
台
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

組
織
拡
大
で
は
春
、
秋
の
月
間

の
達
成
に
全
力
を
あ
げ
、
年
間
実

増
を
勝
ち
取
り
ま
す
。
分
会
・
群

の
確
立
強
化
を
進
め
、
事
業
所
と

後
継
者
、
青
年
の
力
を
引
き
出
す

対
策
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
災
害
に
備
え
て
も
自
治
体

と
の
災
害
協
定
を
進
め
、
チ
ー
ム

ナ
マ
ズ
の
活
動
を
広
げ
て
い
き
ま

す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
で
は
最
高

裁
の
た
た
か
い
と
な
っ
て
い
ま

す
。
被
害
の
根
絶
と
補
償
制
度
の

設
立
を
一
刻
も
早
く
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
大
会
で
は
以
上
の
こ
と

を
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況
を

確
認
し
て
重
点
課
題
の
今
後
の
方

向
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
中
央
執
行
委
員
長
〉

松
丸
一
雄
（
江
東
）

〈
中
央
副
執
行
委
員
長
〉

佐
藤

豊
（
目
黒
）

渡
辺
義
久
（
三
鷹
武
蔵
野
）

中
村
隆
幸
（
杉
並
）

丸
山
篤
義
（
多
摩
・
稲
城
）

松
本
久
人
（
江
戸
川
）

島
原

孝
（
足
立
）

〈
書
記
長
〉

小
番

徹
（
北
）

〈
書
記
次
長
〉

中
原

收
（
小
平
東
村
山
）

渡
邉
輝
明
（
北
）

熊
切
健
二
（
杉
並
）

北
川
誠
太
郎
（
世
田
谷
）

近
藤
初
雄
（
西
多
摩
）

〈
常
任
中
央
執
行
委
員
〉

齋
藤

誠
（
台
東
）

横
澤

勉
（
大
田
）

石
川
信
一
（
北
）

石
村
英
明
（
府
中
国
立
）

福
地
孝
志
（
板
橋
）

芳
井

武
（
葛
飾
）

檜
山
剛
志
（
多
摩
西
部
）

佐
藤
里
志
（
渋
谷
）

上
原

誠
（
練
馬
）

小
坂

剛
（
西
東
京
）

後
藤
英
雄
（
葛
飾
）

五
本
木
宏
晃
（
西
多
摩
）

〈
専
従
常
任
中
央
執
行
委
員
〉

中
村
哲
郎
（
西
東
京
）

唐
澤
一
喜
（
練
馬
）

田
村
彰
宏
（
世
田
谷
）

栗
橋

宏
（
墨
田
）

三
木

勉
（
多
摩
西
部
）

黒
木

強
（
多
摩
・
稲
城
）

中
村
修
一
（
足
立
）

渡
邊

睦
（
三
鷹
武
蔵
野
）

〈
中
央
執
行
委
員
〉

武
藤

彰
（
足
立
）

五
箇
谷
日
出
雄
（
荒
川
）

阿
久
津
正
（
葛
飾
）

奥
村
歳
久
（
文
京
）

寺
山
邦
裕
（
台
東
）

小
島

明
（
墨
田
）

大
木
栄
一
（
江
東
）

堀
川
昭
義
（
江
戸
川
）

野
崎
邦
治
（
板
橋
）

土
橋
弘
典
（
豊
島
）

渡
辺
勝
二
（
北
）

福
岡
忠
行
（
練
馬
）

石
井

正
（
港
）

小
林
紀
久
夫
（
品
川
）

葛
西
政
之
（
大
田
）

佐
藤

忍
（
目
黒
）

伊
藤
勝
伸
（
渋
谷
）

佐
久
間
法
博
（
世
田
谷
）

伊
藤
賢
司
（
新
宿
）

阿
部
秀
晴
（
中
野
）

松
原
秀
夫
（
杉
並
）

金
子
昭
二
（
三
鷹
武
蔵
野
）

宗
像

勇
（
狛
江
）

川
口
敏
彦
（
調
布
）

清
水
政
廣
（
多
摩
西
部
）

宮
崎

透
（
西
多
摩
）

鯉
淵
勝
也
（
小
金
井
国
分
寺
）

宮
澤
和
也
（
府
中
国
立
）

矢
吹
一
幸
（
八
王
子
）

古
怒
田
忠
（
日
野
）

三
橋

誠
（
多
摩
・
稲
城
）

尾
花
愼
司
（
町
田
）

新
井
信
道
（
小
平
東
村
山
）

前
川
達
夫
（
清
瀬
久
留
米
）

唐
鎌
昭
二
（
西
東
京
）

相
山
昇
司
（
村
山
大
和
）

栄

大
翔
（
調
布
）

＊
書
記
、
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
1
人

松
村
健
司
（
東
部
Ｂ
）

大
勝
友
二
（
江
東
Ｂ
）

佐
藤
広
平
（
城
北
Ｂ
）

新
関

仁
（
南
部
Ｂ
）

双
木
淳
志
（
西
部
Ｂ
）

牧
岡
善
隆
（
多
摩
東
Ｂ
）

松
井
民
人
（
多
摩
西
Ｂ
）

伊
藤

仁
（
多
摩
南
Ｂ
）

関
真
太
郎
（
多
摩
北
Ｂ
）

〈
常
任
中
央
執
行
委
員
待
遇
〉

木
村
潮
人
（
江
戸
川
）

松
広
高
幸
（
練
馬
）

大
野

史
（
西
多
摩
）

山
本
繁
樹
（
江
東
）

沼
口

剛
（
渋
谷
）

塩
野

操
（
大
田
）

〈
中
央
執
行
委
員
待
遇
〉

苅
込
美
津
代
（
三
鷹
武
蔵
野
）

加
藤
行
夫
（
渋
谷
）

〈
会
計
監
査
〉

山
口
君
彦
（
中
野
）

真
木
泰
久
（
足
立
）

鈴
木
敏
幸
（
町
田
）

＊
任
務
分
担
は
次
号
掲
載
予
定

求

人
松
丸
一
雄
委
員
長
の
開
会
挨
拶

松
丸
一
雄
委
員
長
の
開
会
挨
拶

団
結
を
大
切
に
し
た
た
か
う

新
中
央
執
行
委
員
会

新
中
央
執
行
委
員
会


